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消波 ブ ロッ クの 沈下 防 止 に コマ型

礎 　 北 海道の胆振目 高海岸は， 太平 洋 に 面した長大な

浜海 岸であ り ， 海 岸 に沿 って 国 道 が 走 っている が，各

に 海 岸 擁壁 が 設 けられており ， 高 波 防 止の た め に 消 波

ロックが 設 置 さ れ て い る。こ れ ら の 消波ブロ ッ クは ，

浪 の 影響 で 砂 の 中にもぐり込 む 沈下現象 を起 こ し ， と

に はブ ロッ ク の転倒も引 き 起 こし て ，毎年のよ うに か

上げ 修 復 が 必 要

と な っ て い る 、 　このた め ， 北海道開発 局で は ，昭 和62

3 月に国道 235 号 東 栄 海岸 ，同年 11 月 に は 国 道 36 号

老 海 岸 に お い て，消 波ブ ロ ックの沈 下 防 止 を目的とし

大 型 のコ マ 型基礎を 用 い た 試験 工事 を 実 施した 。 特 に

老 海岸は ， 消 波 ブ ロ ッ ク の 設置 後 わ ずか 1 年 で 3m 以

もの 沈 下を生 じ ，そ の 後 3 度 のか さ 上 げ に も か かわら

，ほ と んど の ブ ロ ッ ク が 砂

に埋 没 し た と こ ろである 。 　 試 験 に
用

いた コ マは

直 径 2m の コ ンクリ ート 製 のも の で
， 中 央 部に 注水孔

設 け ら れ てい る。 コ マの 設 置 に 先 立 ち ， 埋没 し た既設

消波ブ ロ ッ
ク は ほ とん ど す べ て 引 き上 げ ら れ

た
。 コ マ

設置 にあ たって は， コ マ をクレーン で 吊 り上 げ ，注 水

にジ ェ ット水 流 を 送 っ て砂 を排 除
し

ながら 所定の位置ま で

ろし（ ロ絵 写 真 一 18 ，19 参照 ） ，平坦性 を 確認 し

か ら ジ ェ ッ ト 水 流 を 止める ， とい う方 法

を
採っ ている

個 々 の コ マは鉄
鎖

で連結され，一体化が図

れ て いる 。 口 絵 写真 一 20 に 設置状 況を 示す。 　コ

型基礎

上 に 消 波ブロ ッ ク を 設置（ ロ絵 写真一 21 ） した 。

@ コ マ 型 基 礎 の施 工 後 ， 約 2 年を経 過し て い る が ，コマ を

用 いた 区間 の沈 下 は わ ずかに 3cm 程度であって消 波 ブ ロ ッ

は整然 と な っ てい る （ ロ 絵写真 一22 参 照 ） 。これ に 対し

隣 接 す る コ マ を 用い な い区 間 の 消 波ブ ロ ッ クは，か な

の 数の ブロ ックが下部 に 埋 没 し て い るにもか かわらず，

お

沈下 を 生 じて 乱 雑 な 状 態 に な っ ている（ 口絵 写真 一23 参

照 ） 。 　 以 上の試 験 工事でコ マによ る沈 下 防 止効果が

ら か とな ったが，コ マ の 挙 動を よ り 詳 細に調査す る た め ，

年度新 たに 国 道36 号 幌別海岸 で 施 工 さ れ た コ マ型基

に つ いては， 変 位 計 ，傾 斜計 な ど による計 器観測，レ

ルによる沈 下 観 測 が 行わ れ て い る

これら の概要は，今年度の 建設省技術 研究発表 会で報

される予定である 。 （
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